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宇佐市の県立歴史博物館で企画展「青銅の燦（きら）めき」が始まり、京都国立博物館が所蔵

する、県内から出土した銅矛、銅剣 16点が約 40年ぶりに帰ってきました。 

①40年ぶりに帰ってきた銅矛、

銅剣は何時代のもので、どこ

から出土しましたか？ 

 

 弥生時代のもので、臼杵市の坊主 

 

山遺跡、大分市の浜遺跡、清水ケ迫 

 

遺跡などから出土した。      

 

                 

 

                 

2020年 7月 1日付 大分合同新聞 17面 

③青銅は銅とスズの合金です。スズの含有量で色と硬さはどう変わりますか？ 

 

 スズが少ないと金色で軟らかくバネがあり、多いと銀色で硬く折れにくくなる。             

 

                                                   

④銅矛や銅剣など青銅は、何に使われていたと考えられますか？ 

 

 武器や祭事の道具として使われていたと考えられる。                         

 
                                            

②青銅器を化学的に見るコー

ナーでは、何ができますか？ 

 

 本来、金色や銀色に輝いていた銅 

 

剣の模造品などが飾られており、制 

 

作当時の色を見ることができる。      

 

                 

 

                 


